
職務経歴書

○○年○○月現在
司法 験太郎
	職務経歴（アルバイト・インターンシップ）


■株式会社　金の民（平成20年9月～平成23年4月）

	事業内容
	飲食店のフランチャイズ事業を行う会社でした。

	業務内容
	接客、食材発注、新人指導（アルバイト　週25時間）

	エピソード
	私の店舗では、学生のお客様が多く、お客様一人一人の顧客単価がなかなか上がらないと店長がいつもぼやいていました。そこで、私は、接客を通して、この課題の解決を図れないかと考え、一流フランス料理店のホールスタッフの接客ノウハウを取り上げた書籍を読み込むことから始めました。その結果、そうした料理店のスタッフが、①自店が提供している料理について、食材・調理法等、かなり幅広い知識を有していること、②そういった幅広い知識を用いながら、料理を食べることが楽しみになるような、想像力を刺激する解説と共に、お薦めメニューをお客様に提案していることを知りました。一流料理店と居酒屋では勝手が違うのではと不安にはなりましたが、まずはやってみてから後悔しようと考え、お店のお薦めメニューの食材や味の特徴を、やや大げさな表現を意図的に多く使いながら説明した上で、積極的にお薦めとして提案するようにしたところ、まさに学生らしい面白半分のノリで、注文を行ってくれるお客様が目に見えて増え出し、3ヶ月後には、顧客単価が10％前後上昇しました。バイトという立場ではあるものの、自分が行ったちょっとした工夫でお店全体に良い影響を与えられたことは、個人的に大変嬉しい体験でした。


■株式会社　More-Selections（平成27年6月～現在継続中）

	事業内容
	人材紹介業、法務担当者向けのWEBメディアの運営、新人法務部員向けの研修事業

	業務内容
	新規法人営業、企業法務担当者向けWEBメディアのコンテンツ作り（インターン 週15時間）

	エピソード
	企業に対する営業電話に慣れず、はじめは声が震えるのが自分でもわかるほど緊張しました。そうした恐怖心から、営業先企業の事前研究という言い訳でパソコンとにらめっこすることに時間を割き、一時間に１件しか電話を掛けられないこともありました
。電話で日本語を話すだけなのに、何がそんなに恐いのか、自分でも不思議でしたが、結局はイレギュラーな状況に対応出来る自信がないことが原因なのだと結論づけました。そこで、様々なケースを想定したQ＆A集を自ら作成し、これを読み込むことで、少しでもイレギュラーな状況を失くすよう努め、最終的に一時間に平均10件の営業電話を掛けられるようになりました。今では他のインターンの方にもその時のQ＆A集が配られ、活用されています。こうした経験から、「出来ないこと」が出てきたときに、逃げずに原因を追究し、行動してみることの大切さを学びました。


	資格等


■資格
ビジネス法務検定2級、新司法試験択一合格（平成25年、27年）、TOEIC680点（平成20年）
■PCスキル等
①Word、②Excel、③Power Point、④クラウド（「sales force」）
	自己PR



■
「体力」と「和を尊ぶ心」そして「継続力」が武器です。
私は、小学校から高校までの10年間、野球部に所属しており、甲子園出場という目標に向かい努力を続けました。この経験から、①体力・②チームワークの大切さ・③継続力を身に付けました。具体的には、①体力については、小学校6年から高校3年までの7年間、無遅刻無欠席で皆勤賞を受賞し、現在でもほとんど風邪をひきません。また、②チームワークについては、例えば、真夏の炎天下での1000本ノックや野球部名物30Km耐久マラソンなどの苦しい練習をチームメイトと励ましあって乗り越えました。さらに、1年365日のうち、お正月とお盆を除いた約360日は練習や試合であり、③努力を継続することを学びました。これらの経験を生かし、同僚と協力して、普通の人の数倍の努力をすることで、仕事上の困難な問題にも立ち向かっていけると考えています。

■
あちこちの「女子会」から招待状が届く男子です。
私のもう一つの武器は、「人の相談に乗るスキル」です。大学入学のため上京して以来、ずっと姉と同居して来ましたが、姉は友人が少なく、恋愛相談を含めたあらゆる相談を私が一身に引き受けて来ました。酒に酔い、交際している男性の愚痴（自分で耳かきが出来ない、誠実さがない、浮気されたetc.）を繰り返す姉を前に、「受容と共感」という言葉を自らに言い聞かせながら、辛抱強く聞き役に回り、折を見て、最大限に言葉を選びながら、姉が解決すべき課題、これから進むべき方向性を示し続ける日々でした。その甲斐があってか、姉をダメ男との交際サイクルから脱却させ、私自身から見ても素敵な旦那さんとの結婚に導くことが出来ました。
そうした経験からか、相談に乗った相手に「ちゃんと話を聞いてくれて、自分の気持ちを理解してくれる」、「言葉の選び方が上手だから、素直に助言を受け入れられる」、「次に何をしたらいいかを明快に示してくれるから相談後に前向きな気持ちになれる」と喜んでもらえることが多くなりました。
特に、女性から恋愛相談・人生相談を受けることが増え、今では、あちこちの女子会に男性として唯一参加を要請されるようになりました。ハーレムと呼べるような色っぽいことは何もなく、むしろ、赤裸々過ぎる女性ならではの話題に居心地を悪くすることも少なくありませんが、頼りにされること自体は、とても嬉しく感じています。この「人の相談に乗るスキル」を貴社法務部門における法律相談業務にも活かして行きたいと考えております。
■
企業法務で役立つ法律を習得しています。
・法科大学院で学習した法律例
民法（250時間）、会社法（150時間）、消費者契約法（50時間）、独占禁止法（30時間）、景品表示法（30時間）、プロバイダー責任法（15時間）、労働法（90時間）

· 括弧内は法科大学院で受講した講義時間となります。

　●●大学法学部を卒業後、●●法科大学院に進学。講義におけるケーススタディを通じて、弁護士、裁判官、企業の法務担当者等から企業法務の入門を学びました。
　また、法科大学院卒業後も、朝7時に起きて夜中1時に寝るまで、一日約12時間の法律学習を3年間（年間休日約10日）、継続的に行って参りました。
これまでに習得した法的素養を下地に、一日も早く貴社法務部門のお役に立てる人材となれるよう精進して参りたいと思います。
�


勉強だけをして来たわけではなく、社会に触れながら生きてきたことを示すために、職務経歴がなくても、下記のいずれかで社会に触れた経験があれば書くべきです。


・企業や法律事務所でのインターンシップ


・アルバイト


・ボランティア


・エクスターン





また、その人の「働きぶり」は、雇用形態が変わっても、変わらないものですので（バイトでチャキチャキ働いている人は、正社員でもチャキチャキ働くことが期待できる）、ご自身の働きぶりが伝わる内容を、具体的エピソードとともに、職務経歴書に記載してください。


�「出来ないことを出来るようになる過程」を示せると、企業側としても、入社後の仕事への取組みのイメージがわきやすくなります。


�まず、企業に対して、自分をどのような人間として売り込みたいかを２つか３つほど考えてみて下さい。





信頼するに足る人物であること、悩みを話したいと思われる人物であること、人に対する洞察力があること、感受性が豊かであること、未知のものへのポジティブさを持っていること、粘り強さがあること、リーダーシップがあること、意思が強いこと、友達が多いこと、面白い人間であることetc.をアピール出来ると効果的です。





そこから、それらを根拠づける客観的事実（エピソード）を探して、記載して下さい。


�見出しは、思わず目を引くキャッチ―なもの又は何をアピールするのかが明快なものにしましょう。


�無味乾燥な文章は、人事担当者にスルーされる可能性が極めて高いです。下手をすると、場合によっては、見出ししか読んでもらえない可能性すらあります。見出しは、人事担当者が思わず読みたくなるようなインパクトのあるフレーズにしましょう。


（例）


偏差値38から国立大学に合格しました。


ウガンダで死にかけました。


平均年齢50歳の社会人サークルに3年間在籍しました。


�自分を褒めるときには、他人の言葉を使って褒めるか、そのことを裏付ける客観的な事実を並べて、受けたい評価となるように誘導しましょう。


�法科大学院がどのようなところかを知らない方も多いので、簡潔に法科大学院での学習内容をまとめましょう。






